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お知らせ

広報 

◆
第
12
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
11

月
20
日
、国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
他
）

【
Ⅰ
部
】 

①
賀
集
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

②
市
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
湊
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

③
松
帆
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
Ⅱ
部
】 

①
賀
集
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

②
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ

【
組
演
武
】〔
少
年
低
学
年
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞 

金
子
謙
心
、山
上
桔
平（
緑
）

▽
優
秀
賞 

北
野
博
城
、西
谷
海
人（
緑
）

◆
第
30
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯

少
林
寺
拳
法
淡
路
大
会
（
11
月
27

日
、
南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
武
道
館
）

                

【
団
体
演
武
】〔
団
体
演
武
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

淡
路
緑
道
院
Ａ

【
単
独
演
武
】〔
３
年
生
以
下
の
部
〕

                              

▽
最
優
秀
賞　

山
上
桔
平（
緑
）

▽
優
秀
賞　

志
智
彩
乃（
三
原
）

▽
優
良
賞　

下
鶴　

華（
緑
）

【
単
独
演
武
】〔
４
年
生
以
上
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

志
智 

丈
太
郎（
三
原
）

▽
優
秀
賞　

富
山
倖
成（
緑
）

▽
優
良
賞　

山
上
確
佳（
緑
）

▽
努
力
賞　

中
村
亮
介（
緑
）

【
単
独
演
武
】〔
中
学
生
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

長
尾
駿
介（
三
原
）

▽
優
良
賞　

長
尾
さ
く
ら（
三
原
）

【
単
独
演
武
】〔
高
校
・一
般
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

原
口
紘
一（
緑
）

                

【
総
合
優
勝
】淡
路
緑
道
院 

拳
友
会

◆
第
４
回
兵
庫
県
子
ど
も
会

オ
セ
ロ
大
会
（
11
月
６
日
、
神
戸
市
・

兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
幼
児
～
小
学
校
３
年
生
の
部
】 

▽
入
賞　

河
野
亮
仁（
榎
列
小
３
年
）

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

20
歳
に
な
っ
た
ら

義
務
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
に
加
入
の

　
雇
用
保
険
の
適
用
拡
大
等
が
実
施
さ
れ
ま
す
！

◆
65
歳
以
上
の
労
働
者
に
つ
い
て

も
、
雇
用
保
険
加
入
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

◆
育
児
休
業
給
付
金
と
介
護
休
業

給
付
金
の
要
件
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
す

も
と
」
ま
で
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
す
も
と

　

☎
22
・
０
６
２
０

◆
第
16
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
全
四
国
錬
成
空

手
道
選
手
権
大
会
（
12
月
4
日
、

松
山
市
愛
媛
武
道
館
）

【
小
学
４
年
女
子
初
級
組
手
の
部
】

③
前
田
桃
花（
北
阿
万
）

【
小
学
３
～
４
年
女
子
初
級
型
の
部
】

②
前
田
桃
花（
北
阿
万
）

【
中
学
・
高
校
生
男
子
上
級
型
の
部
】

①
有
働 

斗
志
一（
北
阿
万
）

【
組
演
武
】〔
少
年
中
学
年
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞 

山
上
確
佳
、富
山
倖
成（
緑
）

　

社会教育委員 公民館
運営審議会 図書館協議会 働く婦人の家

運営委員会
国民健康保険
運営協議会

募集人数 １人 １人 １人 1 人 ２人

職務内容

教育委員会の諮問に
応じ、社会教育に関
する諸計画の立案、
意見を述べるための
調査研究、青少年に
関する特定の事項に
関して関係者に対し
助言を与える

館長の諮問に応じ、
公民館における各種
の事業の企画実施に
つき調査審議する

図書館の運営に関し、
館長の諮問に応じる
とともに、図書館の
行う図書館奉仕に関
し、館長に対して意
見を述べる

働く婦人の家の運営
に関する事項を調査
し、円滑な運営を図
るための事業計画を
審議決定する

国民健康保険の運営に
関し、被保険者の立場
から意見を述べる

会議開催 年６回程度 年３回程度 年３回程度 年２回程度 年２回程度

応募資格
（共通）

共通の応募資格として、次の❶～❹の全てを満たす人
❶市内に居住、または市内の事業所に勤務する人　❷市の他の附属機関の公募委員でない人　
❸市職員、市議会議員でない人　❹同公募委員の未経験者であること

応募資格
（個別）

次の❶～❸のいずれかを満たす人
❶学校教育及び社会教育の関係者
❷家庭教育の向上に資する活動を行っている人
❸学識経験のある人

次の❶～❹のいずれ
かを満たす人
❶女性労働者
❷勤労者家庭の主婦
❸事業主団体を代表
　する人
❹学識経験のある人

昭和 19 年４月１日以降
平成９年４月２日以前生
まれの当市国保の被保
険者の人で、納期限の
到来している国保税を
完納している世帯に属
する人

応募方法 申込書に必要事項を記入し、400 字以上 800 字以内の小論文（書式自由、各テーマは下記のとおり）
を添えて、持参もしくは郵送のいずれかの方法で提出

小論文の
テーマ

社会教育に期待す
ること

公民館に期待す
ること

図書館に期待する
こと

女性の社会参加に
ついて

国民健康保険制度に
ついて

募集期限 １月31日（火）まで

任期 平成 29 年４月１日～平成 31 年３月 31 日

報酬 35,000円（年額） 8,000円（日額） 20,000円（年額） 8,000円（日額） 8,000円（1回）

問い合わ
せ先

問社会教育課　　
　☎43-5232

問中央公民館
　☎43-5038

問市立図書館
　☎53-0234
※月曜日は休館日

問働く婦人の家
　☎43-2326
※月曜日は休館日

問市民課
　☎43-5212

◆ 各種委員を公募します ◆
　市の各施設・事業の運営を審議する審議会・協議会等の委員を公募します。

 さんさんネット１月番組の見どころ

　

※放送内容は変更する場合があります。

問さんさんネット ☎43-2345

★１月１日～４日までは、お正月特別プログラム！
　　なかよし音楽会、さんさんキッズ総集編、民俗芸能フェスティバルなどを放送。
　　※ 詳しくは番組案内やさんさんネットホームページをチェック！

◆１月１日（元日）～４日（水）さんさんニュースお正月スペシャル
 　　　（放送時間：午前7時～、正午～、午後7時～、午後１０時～、深夜0時～）

◆さんさんニュース （週５回更新）※月曜日～金曜日 午後７時３０分更新
  　　　（放送時間：午前7時30分～、午後0時30分～、午後7時30分～、深夜0時30分～）

 　◆１月　９日（月）～ 　淡路人形座三番叟奉納
　 ◆１月１３日（金）～ 　南あわじ市消防団初出式
 　◆１月１６日（月）～ 　２０１7年 南あわじ市成人式

◆撮っておき★ 毎週月曜日 午後８時更新 （放送時間：午前8時～、午後1時～、午後8時～）
 　◆１月　9日（月） ～１月１６日（月）
  　　吉備国際大学「なるほどなっとく法律講座 ～消費者トラブルの法律問題～」 
 　◆１月１６日（月） ～１月２３日（月）
 　 　社会を明るくする運動 作文コンテスト発表会
 　◆１月２３日（月） ～１月３０日（月）
  　　神代小学校 学習発表会
 　◆１月３０日（月） ～２月　６日（月）
 　 　榎列保育所生活発表会

▽
優
良
賞 

中
村
亮
介
、中
西
颯
基（
緑
）

【
組
演
武
】〔
高
校
・一
般
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞 

原
口
紘
一
、梶
谷
憲
杜（
緑
）

◆
第
31
回
南
あ
わ
じ
市
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
12
月
11
日
、
松
帆
小
学
校
）

①
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

②
ブ
ル
ー
マ
リ
ン

③
賀
集
ひ
ま
わ
り

③
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ

【
お
詫
び
】広
報
12
月
号
17
頁
、大
会
結
果

で
、ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会

【
男
子
の
部
】〈
ア
〉ブ
ロ
ッ
ク
、【
男
子
の
部
】

〈
イ
〉ブ
ロ
ッ
ク
の
両
方
の
表
示
は【
女
子
の
部
】

の
誤
り
で
す
。お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
全
て
の
公
的
年
金
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人

は
、
公
的
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
訪
れ
る
長
い
老
後
や
、

生
活
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
“
万

が
一
”
の
事
態
に
備
え
、
保
険
料

を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合

う
制
度
で
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。　

　

学
生
の
人
は
、保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
（
申
請
は
毎

年
必
要
で
す
）
。
ま
た
、
学
生
で

な
い
50
歳
未
満
の
人
で
本
人
及
び

配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま

す
。
申
請
は
、
市
役
所
本
館
１
階

窓
口
で
行
え
ま
す
。

◆
年
金
相
談

日
時 

２
月
３
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所 

市
役
所
本
館 

１
階

         

１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

※
要
予
約
・
先
着
24
人

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

１
月
１
日
か
ら


